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摂南大学外国語学部では、2015年度より「4技能をバランスよく伸ばす」ことを目標とした

新カリキュラムを導入している。1年次にオリジナルテキストを用いた発話重視の授業を行

うほか、専任教員が各必修授業の内容をコーディネートし、これまで連携の取れていなかっ

た科目間の横の繋がりも強化した。新カリキュラムの下では、1年次後期より英語プロフェ

ッショナル（以下、英プロ）コースと国際キャリア（以下、国キャリ）コースに分かれるが、

本発表では主に英プロ生に焦点を当てて経過報告を行う。英プロは 2 年次の後期を含む最

低半年間の海外留学を必須とするコースであり、配属のための英語力要件は TOEIC400 点

以上または英検 2級である。英プロ 2年次の前期では、授業時間外に毎日 25分×3か月のス

カイプ英会話レッスン（レアジョブ社）を課し、発話能力と対話能力の育成を目指した。2016

年度後期現在、彼らは留学中であり、2017年 4月より新カリキュラムの 3年次科目を履修

することになる。3年次科目では、原則として英語のみで、コンテンツ・ベースの授業を行

うことを予定している。英プロ生は、1年次前期、後期、2年次前期の 3回、4技能＋語彙

と文法の能力が測れるオンラインテスト Progress（ピアソン社）を受験している。また、2

年次前期の開始時と終了時には、OPIc（Oral Proficiency Interview-Computer）を受験している。

2016年度春学期前後に実施した OPIc（Oral Proficiency Interview-Computer）では、28人中 15

人がレベルを 1つ上げ、2人がレベルを 2つ上げた。本報告では、これらのテストの結果分

析と、現場で学生に接している教員の観察をもとに、留学を挟んだ 2年半の新カリキュラム

での指導によって英プロ生の英語力レベルがどのように推移したか、今後の課題は何かを

検証したい。 
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